
166 dotNET Magazine 2004 Nov.

はじめに

前回まではWindowsフォーム用のカ

スタムコントロールを作成していまし

たが、今回からASP.NETをターゲット

としたWebフォーム用のWebコントロ

ールの作り方について解説していきま

す。

今回は、ユーザーID、パスワード、

ログインボタンなどから構成される

“ログインページ”の機能を提供する

Webユーザーコントロールを作成して

みます。

Webユーザー
コントロールとは

Webユーザーコントロールは、HTML

とサーバーサイドスクリプトで構成さ

れるカスタムコントロールです。

Windowsフォーム用のユーザーコン

トロールの場合は、作成したコントロ

ールをFormに貼り付けるとコントロー

ルの内容がFormに描画されましたが、

Webユーザーコントロールの場合は、

プログラムを実行するまでコントロー

ルの内容を確認することはできません。

しかし、Webユーザーコントロール

を作成する際にも、RAD機能を利用し

て各コントロールの配置やプロパティ

の設定／変更を行なうことができます。

また、Windowsフォームのときと同様

に、ユーザーコントロールを作成する

と、目的のコントロールのインスタン

スを作成するだけで機能をWebページ

に提供できるので、Webアプリケーシ

ョンの開発効率が向上します。

主にWebユーザーコントロールは、

Webページ（拡張子aspx）から共通な

ユーザーインターフェイス（UI）を分

離したい場合などに使用し、ユーザー

コントロール（拡張子ascx）としてコ

ードを分離して複数のWebページで共

通利用できます。

Webユーザーコン
トロールの作り方

それでは、Webユーザーコントロー

ルとして「ログインコントロール」を作

成してみましょう。このコントロール

使いやすいコントロールを手に入れるためのノウハウ
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は、ユーザーからユーザーIDとパスワードを受け取り、簡

単な検証チェックを行ないます。

このユーザーコントロールを実装した実行イメージは、

図1のとおりです。Webページに、ユーザーコントロールを

配置して実行しています。

コントロールのデザイン

はじめに、「MyLoginControl01.ascx」という名前のユー

ザーコントロールを作成します。このログインコントロー

ルは、「UserID」「Password」のラベルとそれらに対応する

テキストボックス、［Login］ボタンといった各コントロー

ルをHTML Table内に配置して構成します。デザイン時の

画面は図2、HTMLの内容はリスト1です。

テストページの作成

ベースとなるユーザーコントロールができたところで、

このコントロールをテストするためのWebページを、「Web

Form1.aspx」という名称で作成しておきましょう。Web

Form1は、タイトルとユーザーコントロールを表示するだ

けの簡単なページにします。このページに先ほど作成した

ユーザーコントロール「MyLoginControl01.ascx」をドラッ

グ＆ドロップして配置し、「HTML」編集画面で以下の2つ

の作業を行なえば完成です（図3）。

①テキスト（<h1>）に“TEST MyLoginControl01”と設

定する

②コントロールの区別のためライン（<hr>）を設定する

WebForm1の構成はリスト2のようになります。登録され

たユーザーコントロールが@RegisterディレクティブでTag

Prefixに“uc1”、Srcに“MyLoginControl01.ascx”として登

録されていることが確認できます。

このページを実行すると図1のように表示されます。もち

ろんまだ何も処理を記述していないので、この状態では

［Login］ボタンをクリックしても何も起きません。

図1：ログインコントロールの実行例

<table id="mHtmlTbl" cellpadding="4" runat="server">
<tr>

<td>User ID:</td>
<td><asp:TextBox ID="mUserID" Runat="server" /></td>

</tr>
<tr>

<td>Password:</td>
<td><asp:TextBox ID="mPassword" TextMode="Password"

Runat="server" /></td>
</tr>
<tr>

<td></td>
<td><asp:Button Text="Login" Runat="server"

ID="Button1" /></td>
</tr>

</table>

リスト1：ログインコントロール（HTML表示）

①

図2：ログインコント
ロール

図3：WebForm1のデザイン




